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議員名 具 体 的 内 容 

米内紘正 ２月に世界平和統一家庭連合の会議にオンライン出席 

高橋康介 案内がきて世界平和統一家庭連合の会合に出席 

臼沢 勉 
６月に教会を訪れ、自身や広瀬めぐみ氏について話した。
知人の紹介で県平和大使協議会の集会であいさつ。 

川村伸浩 
20年頃から 21年夏頃まで数回、話を聞きたいと呼ばれ、
集会のような場面で県政について話した。 

高橋穏至 
19年県議選立候補の際、花巻市内の教会であいさつ。 
平和世界大会のネット配信を見る会に出席 

神﨑浩之 
数年前、知人に声をかけられ、平和と安全に関するフォー
ラムのような集会に出席 

 

 

９
月
定
例
県
議
会
が
９
月
30
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
開
か
れ
、
高
田

一
郎
県
議
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
斉
藤
県
議
が
統
一
協
会
問
題
と
高
校
再

編
問
題
に
つ
い
て
関
連
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
決
算
特
別
委
員
会
で
は
千

田
美
津
子
県
議
が
総
括
質
疑
に
立
ち
ま
し
た
。 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ｂ
Ａ･

５
に
よ
る
新

規
感
染
者
数
は
、
第
７
波(

７
～
９
月)

で
７
万
人
を
超
え
、
死
者
数
は
97
人

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
高
齢
者
施
設
で
の

ク
ラ
ス
タ
ー
が
多
発
す
る
な
ど
、
第
７

波
の
検
証
を
し
っ
か
り
行
い
、
第
８
波

と
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時

流
行
へ
万
全
の
対
策
を
求
め
ま
し
た
。 

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
、
特
に
感
染
者

の
多
い
10
歳
未
満
～
40
代
に
対
し

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性･

安
全
性
を
周
知

し  

 
県
内
に
お
け
る
統
一
協
会
と
自
民
党

と
の
深
刻
な
癒
着
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
７
月
の
参
院
選
で
当
選
し

た
広
瀬
め
ぐ
み
氏
は
「
今
年
５･

６
月

頃
、
支
援
者
に
誘
わ
れ
て
盛
岡
市
の
教

会
を
訪
れ
、
責
任
者
に
挨
拶
を
し
た
」

事
実
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

参
院
選
へ
の
支
援
を
要
請
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
臼
澤
勉
自
民
党
県
議
は
「
今

年
６
月
、
教
会
を
訪
れ
た
。
自
分
や
参

院
選
に
立
候
補
予
定
だ
っ
た
広
瀬
め
ぐ

み
氏
に
つ
い
て
話
を
し
た
」
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
７
月
の
参
院
選
は

自
民
党
と
統
一
協
会
ぐ
る
み
の
選
挙
だ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

昨
年
の
総
選
挙
で
、
盛
岡
市
内
な
ど
で

反
共
謀
略
ビ
ラ
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、

最
近
、
統
一
協
会
の
内
部
文
書
で
、
こ
の

ビ
ラ
を
信
者
に
配
布
す
る
よ
う
指
示
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

高
橋
穏
至
自
民
党
県
議
は
「
19
年
の

県
議
選
に
立
候
補
す
る
際
、
花
巻
市
内
の

教
会
で
挨
拶
し
た
」
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
間
マ
ス
コ
ミ
の
調
査
で
、
自
民
党

県
議
６
人
が
統
一
協
会
と
何
ら
か
の
関

わ
り
が
あ
っ
た
と
明
ら
か
に
な
っ
て

い 

し
な
が
ら
推
進
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

４
１
４
の
発
熱
外
来
を
さ
ら
に
増

や
す
方
向
で
取
り
組
む
こ
と
や
、
高
齢

者
施
設
等
で
の
定
期
的
頻
回
の
検
査

の
継
続
実
施
、
教
育
保
育
施
設
や
学
校

で
の
定
期
的
検
査
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
無
料
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
は
11
月
末
ま
で
継
続
さ
れ
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
後
遺
症
対
策
の
た

め
に
、
専
門
外
来
や
「
後
遺
症
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。 

者
へ
の
支
援
強
化
の
要
請
、
各
種
支
援
制

度
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
の
作
成･

配
布
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

災
害
公
営
住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
支
援
で
は
、
県
営
の
場
合
、
支
援
員
が

配
置
さ
れ
て
い
な
い
集
会
所
の
活
用
が

０
～
２
回
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
支

援
員
の
配
置
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。 

     

 

 

丸
11
年
半
を
迎
え
た
大
震
災
復
興

の
課
題
で
は
、
医
療
費
免
除
終
了
後
も

被
災
者
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ 

う
求
め
る
申
し
入
れ
」
を
行
い
ま
し
た

が
、
各
会
派
と
も
「
県
議
会
と
し
て
の

調
査
は
必
要
な
い
」
と
の
結
論
と
な
り

ま
し
た
。
各
政
党･

会
派
の
自
浄
能
力

と
誠
実
性
が
問
わ
れ
る
問
題
で
す
。 

本会議で関連質問に立つ斉藤県議(10月12日) 

れ
る
取
り
組
み
の
強
化
を
提
起
し
ま

し
た
。
達
増
知
事
は
「
今
年
度
新
た
に
、

生
活
支
援
相
談
員
等
に
対
す
る
被
災

者 

 

い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
議
員
の
自
主
申

告
に
よ
る
も
の
で
す
。
党
県
議
団
は
、

五
日
市
王
県
議
会
議
長
に
対
し
「
県
議

会
と
し
て
県
議
の
統
一
協
会
と
の
か

か
わ
り
に
つ
い
て
調
査･

公
表
す
る
よ

う 

１２月５日：斉藤県議が一般質問 
（３人目の登壇 午後４時ごろ） 

●１１月２５日／県議会開会 
●１２月１･２･５日／本会議・一般質問 
●１２月６日／各常任委員会 
●１２月８日／最終本会議 

県
内
15
市
町
村
で
は
独
自
に
高
校
生
ま

で
拡
充
し
て
お
り
、
県
と
し
て
高
校
生
ま

で
拡
充
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。 

全
国
旅
行
支
援
の
取
り
組
み
で
は
、
県

内
宿
泊
施
設
へ
の
配
分
が
少
な
く
、
最
終

本
会
議
に
15
億
円
余
が
追
加
提
案
さ

れ
、
75
％
が
県
内
宿
泊
施
設
に
配
分
さ

れ
ま
し
た
。 

物
価
高
騰
対
策
支
援
金(

約
13
億
円)

は
10
月
21
日
現
在
、
原
材
料
支
援
金

で
10
件･

１
２
５
万
円
、家
賃
支
援
金
で

33
件･

２
８
１
万
円
の
支
給
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
簡
素
な
制
度
へ
抜
本
的
な
見

直
し
を
求
め
ま
し
た
。 

５
月
臨
時
県
議
会
に
続
き
、
子
ど
も
１

人
あ
た
り
１
万
５
千
円
を
追
加
交
付
。

あ 
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  【
8
月
】

 

15
日 

終
戦
記
念
日
宣
伝 

18
日 

遠
野
市
国
保
税
問
題
調
査
、
遠
野
市
議
選
政

策
検
討
会
議 

20
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会 

21
日 

県
立
沼
宮
内
高
校
、
岩
町
町
長
・教
育
長
と

懇
談 

26
日 

盛
岡
市
の
県
へ
の
統
一
要
望
に
同
席 

27
日 

盛
岡
大
付
属
高
校
模
擬
投
票
の
開
票 

28
日 

東
日
本
大
震
災
津
波
復
興
県
民
会
議
第
12

回
総
会
、
城
東
９
条
の
会 

30
日 

北
海
道
東
北
県
議
会
議
員
研
究
交
流
大
会 

31
日 

県
議
会
文
教
委
員
会
、
菊
池
副
知
事
に
国
葬

中
止
の
申
し
入
れ 

【
9
月
】

 

1
日 

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
特
別
委
員
会
、
県
政

調
査
会 

2
日 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
特
別
委
員
会
、
県
教
育
長

に「
県
立
沼
宮
内
高
校
の
学
級
減
見
直
し
求

め
る
申
し
入
れ
」 

3
日 

「
国
葬
」反
対
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム 

4
日 

山
岸
地
域
の
つ
ど
い 

10
日 

遠
野
市
議
選
決
起
集
会 

14
日 

盛
岡
秋
祭
り
八
幡
下
り
パ
レ
ー
ド
、
レ
イ
ン

ボ
ー
マ
ー
チ
抗
議
集
会 

17
日 

日
本
共
産
党
１
０
０
周
年
記
念
講
演
視
聴
会 

18
日 

「
私
は
買
わ
れ
た
」展 

19
日 

再
発
防
止
岩
手
モ
デ
ル
第
７
回
策
定
委
員
会

傍
聴 

20
日 

五
日
市
議
長
に「
県
議
の
統
一
協
会
と
の
か

か
わ
り
の
調
査
と
公
表
を
求
め
る
申
し
入

れ
」、
議
運
、
議
案
説
明
会 

21
日 

県
政
要
望
を
聞
く
会
、
県
立
沼
宮
内
高
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
・同
窓
会
の
教
育
長
へ
の
申
し
入
れ
に
同

席 

23
日 

県
党
学
校「
綱
領
と
経
済
政
策
」（講
師
・大
門

実
紀
史
） 

26
日 

陸
前
高
田
市
調
査―

戸
羽
太
市
長
、
イ
シ
カ

ゲ
ガ
イ
生
産
現
場
、
災
害
公
営
住
宅
栃
が
沢

自
治
会
・入
居
者
と
懇
談 

27
日 

「
国
葬
」強
行
に
抗
議
の
県
庁
前
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ 

29
日 

議
運
（教
育
委
員
の
人
事
議
案
に
対
す
る
質

疑
） 

30
日 

議
運
、
９
月
定
例
県
議
会
開
会
、
県
生
協
連

役
員
と
党
県
議
団
の
懇
談
会 

【
10
月
】

 

1
日 

本
町
支
部
の
つ
ど
い
、
矢
巾
の
つ
ど
い 

4
日 

県
商
工
会
連
合
会
専
務
と
懇
談 

7
日 

本
会
議
一
般
質
問 

8
日 

県
党
学
校「
党
規
約
と
党
建
設―

１
０
０
周

年
記
念
講
演
を
踏
ま
え
て
」（講
師
・市
田
忠

義
副
委
員
長
） 

9
日 

第
57
回
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
囲
碁
将
棋
県
大
会

挨
拶 

10
日 

私
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

11
～
12
日 

本
会
議
、
12
日
に
高
田
県
議
が
一

般
質
問
、
斉
藤
県
議
が
関
連
質
問
、
斉
藤
県

議
が
議
案
に
対
す
る
質
疑 

13
日 

文
教
委
員
会
、
文
化
芸
術
推
進
議
員
連
盟
・

八
木
巻
神
楽
公
演 

17
日 

議
運
、
本
会
議
（補
正
予
算
、
請
願
・意
見
書

採
決
）

 

18
～
27
日 

決
算
特
別
委
員
会 

28
日 

復
興
特
別
委
員
会
、
岩
手
大
学
理
工
学
部
同

窓
会「
一
祐
会
」総
会
・懇
親
会 

30
日 

県
革
新
懇
総
会 

31
日 

議
運
、
最
終
本
会
議
、
23
年
県
議
選
予
定

候
補
者
記
者
会
見 

【
11
月
】

 

2
日 

県
戦
没
者
追
悼
式 

3
日 

物
価
高
騰
！
暮
ら
し
・営
業
守
れ
！
11
・

3
決
起
集
会
挨
拶 

5
日 

全
国
地
方
議
員
・候
補
者
会
議 

6
日 

矢
巾
の
つ
ど
い 

文教委員会で質疑に立つ斉藤県議(１０月１３日） 
 

県
立
沼
宮
内
高
校
の
学

級
減
が
８
月
に
公
表
さ

れ
、
10
月
21
日
の
教
育

委
員
会
議
で
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
「
地
域
を

支
え
る
人
材
の
育
成
な

ど
、
地
方
創
生
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
担
う
１
学

級
校
及
び
１
学
年
２
学
級

校
の
学
校
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
限
り
維
持
」
す
る

と
し
た
高
校
再
編
後
期
計

画 
に
反
す
る
も
の
だ
と
厳
し

く
批
判
し
ま
し
た
。 

 

不
来
方
高
校
の
バ
レ
ー

部
員
の
自
死
事
件
に
つ
い

て
、
顧
問
教
師
の
前
任
校

で
の
体
罰
が
裁
判
で
明
ら

か
に
な
り
、
被
害
者
の
後

輩
バ
レ
ー
部
員
の
陳
述
書

も
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
県
教
委
は
こ
の
陳

述
書
に
反
論
せ
ず
、
暴
力･

暴
言
の
実
態
を
無
視
す
る 

 

 

画
の
方
針
に
反
す
る
も
の
と
厳
し
く

指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
盛
岡
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
盛
岡
一
極
集
中
を
是
正
す
る

と
し
て
盛
岡
南
高
校
と
不
来
方
高
校

の
統
合
を
決
め
ま
し
た
が
、
こ
の
効
果

が
示
さ
れ
る
前
に
学
級
減
を
強
行
す

る
こ
と
は
盛
岡
一
極
集
中
の
是
正
に

反
す
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
岩
手
町

が
沼
宮
内
高
校
の
魅
力
化
や
公
営
塾
、

通
学
支
援
等
を
進
め
る
中
で
、
そ
の
成

果
を
見
る
こ
と
な
く
学
級
減
を
強
行

す
る
こ
と
は
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み 

対
応
を
行
い
ま
し
た
。
県
教
委
の
処
分

に
係
る
調
査
で
は
、
顧
問
教
師
も
否
定

で
き
な
か
っ
た
暴
言
・
暴
力
に
つ
い
て

「
確
認
で
き
な
か
っ
た
」
と
し
て
再
び

実
態
に
背
を
向
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
で

は
、
県
教
委
の
対
応
の
検
証
も
処
分
も

で
き
な
い
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。 

用
し
た
高
い
断
熱
性
能
の
住
宅
建
築

へ
の
補
助
制
度
を
整
備
す
べ
き
と
提

起
し
ま
し
た
。 

県
有
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
等
の

整
備
の
た
め
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
当

初
の
２
０
０
施
設
か
ら
40
施
設
に
絞

り
10
月
中
に
開
始
、
年
度
内
に
結
果

を
取
り
ま
と
め
る
と
答
え
ま
し
た
。 

令
和
４
年
産
米
の
米
価
は
、
概
算

金
で
千
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
60
キ
ロ
当
た
り
１
万
１
千
円

で
、
５
年
間
で
は
２
番
目
に
低
い
米

価
で
す
。
さ
ら
に
飼
料･

肥
料
等
農
業

資
材
が
高
騰
し
て
お
り
、
昨
年
を
上

回
る
深
刻
な
実
態
で
は
な
い
か
と
質

し
ま
し
た
。
多
く
の
都
道
府
県
や
県

内
の
市
町
村
が
農
家
へ
の
直
接
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
県
と
し
て
も
直
接

支
援
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

今
年
度
の
作
付
け
状
況
は
、
全
体

で
１
０
７
０
㌶
の
減
と
な
っ
て
お

り
、
農
家
の
減
収
と
耕
作
放
棄
地
の

増
加
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
水
田
活

用
交
付
金
削
減
撤
回
を
国
に
強
く
求

め
る
よ
う
指
摘
し
ま
し
た
。 

県
は
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
の
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
41
％
か
ら

57
％
に
引
き
上
げ
る
方
針
で
す
。 

住
宅
の
省
エ
ネ
対
策
で
は
、
住
宅
支

援
の
体
制
を
一
本
化
し
て
県
産
材
を
活 

 

・１２月２１日（水）午後６時 

・  １月１８日（水）午後６時 

予約電話番号:６０１-９９２４ 

１１月３日、国民大運動岩手県実行委員会は「物
価高騰！暮らし･営業守れ！決起集会」を開催し、
オンラインで東京大学大学院教授の本田由紀氏が
講演。集会後市内をデモ行進しました。 

案 件 
斉藤 信 
(日本共産党) 

小西和子 
(希望いわて) 

軽石義則 
(希望いわて) 

吉田敬子 
(新政会) 

髙橋但馬 
(新政会) 

米内紘正 
(自民党) 

高橋康介 
(自民党) 

小林正信 
(公明党) 

千葉絢子 
(県民クラブ) 

上原康樹 
(無所属) 

福祉灯油の全市町村での実施を求め

る請願⇒採択 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

医療･介護･保育･福祉などの職場で働

くすべての労働者の大幅賃上げを求

める請願･意見書⇒採択 
○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 

消費税インボイス制度の実施または

中止を求める請願⇒不採択 
○ ○ ○ × ○ × × × × ○ 

旧統一教会等による被害の防止･救済

を求める意見書⇒採択 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 
 
盛岡市、滝沢市、久慈市が来年度から高校生

まで医療費助成を拡充することから、33 全市
町村が高校生までの助成となります。現物給付
化を高校生まで拡充するよう求めました。 
高校生まで現物給付化を拡充した場合、国の

ペナルティは約 1000 万円です。保健福祉部長
は、「市町村と十分に協議を重ねながら検討を
進めていく」と答えました。 
 
 
国保税の課題では、協会けんぽとの比較で

盛岡市のモデル世帯の場合、2倍の格差がある
ことが最大の問題です。子どもの均等割りを
免除すること、値上げを抑えるために自治体
が一般会計からの繰り入れを行うことは当然
の取り組みだと指摘しました。 決算特別委員会で質疑に立つ斉藤県議 

 


